
平成２４年度第１回日出町生活交通確保維持協議会会議録 

 

（１）日  時   平成２４年４月１２日（木） １３：５５～１４：３５ 

   場  所   日出町役場 新館３階 ３３１会議室 

 

（２）出 席 者   堀田協議会会長・・・日出町 

土井協議会副会長・・・日出町区長会 

清水委員・・・国東観光バス㈱ 

伊豆委員・・・日出町タクシー協会 

漢委員（代理：赤嶺様）・・・大分県タクシー協会 

江藤委員・・・九州運輸局大分運輸支局 

財前委員・・・国東観光バス㈱杵築営業所 

天野委員・・・大分県別府土木事務所 

磯﨑委員（代理：大森様）・・・杵築日出警察署 

原田委員・・・日出町 

河野委員・・・日出町 

横松委員・・・大分県東部振興局 

垣迫委員・・・日出町社会福祉協議会 

扇谷委員（欠席）・・・大分県バス協会 

   事 務 局   越智事務局長、井川、佐藤、西原 

 

（３）議事要旨 

 

平成２４年度第１回日出町生活交通確保維持協議会開始（１３：５５） 

井川事務局員 定刻より５分早く協議会開始。開会あいさつをお願いする。 

１．開会あいさつ 

越智事務局長 会議出席へのお礼を述べ、平成２４年度第１回日出町生活交通確保維

持協議会の開会あいさつをする。 

２．会長あいさつ 

堀田会長 人事異動等で委員が変わった方がいるので、後で紹介したいと思う。

平成２３年度には７回の協議会を開催し、今年の２月にネットワーク

計画の承認をもらった。そのネットワーク計画の冊子を本日皆さんに

お配りしている。今年度に入って第１回目の協議会だが、昨年度の評

価と今年度の予算等について審議するようになっているので、最後ま

でよろしくお願いしたい。 

と、会長としてのあいさつ。 



井川事務局員 会長のあいさつにもあったが、新しく委員になった方がいるので紹介

してあいさつをいただきたいと思う。その紹介の前に、出席委員一覧

の訂正をお願いしたい。下から５段目が『日出警察署』となっている

が、４月１日より正式には『杵築日出警察署』となっているので、申

し訳ないが訂正をお願いしたい。その杵築日出警察署の磯﨑様が新た

に異動で着任されたのであいさつをもらいたいと思ったが、大森様が

代理で来られているので、次回磯﨑様の紹介をしてあいさつをいただ

きたい。異動で変わられた方がもう一人いるので、紹介をしたい。日

出町の福祉対策課長として、前任の合田課長より原田秀正様になった

旨を告げ、ひと言あいさつをお願いする。 

原田委員 ４月から福祉対策課長を拝命した原田秀正と申します。よろしくお願

いします、とあいさつ。 

井川事務局員 あとの委員については変更がないので、これからもよろしくお願いし

ます。事務局も１名異動で変わったので、紹介します。高橋が異動し

たので、その後任として佐藤が事務局に入っております。 

（佐藤あいさつ） 

次に資料として、出席委員一覧、第７回協議会の会議録、ネットワー

ク計画の冊子、交通マップ、事業報告書の写し、事業評価（案）、平

成２４年度協議会予算（案）、今後のスケジュール（案）を皆さんに

配っているので確認をお願いしたいと告げた後、協議会規約第１０条

により、進行を会長（議長）にお願いする。 

堀田会長 協議会規約第１１条第２項により、議長が会議において会議録署名委

員を指名する旨を説明し、日出町社会福祉協議会事務局長の垣迫弘美

氏と日出町タクシー協会会長の伊豆道恵氏に第１回協議会の署名委

員をお願いする。 

３．議事 （１）経過報告について 

堀田会長 議事（１）の経過報告について、事務局に説明を求める。 

井川事務局員 昨年の４月２６日に第１回の協議会を開催・発足し、平成２３年度中

に７回の協議会を開催した。今年の２月２３日に第７回の協議会を開

催し、本日が今年度第１回の開催になっている。第７回の協議会以降

の経過について、説明を行いたい。皆さんにお配りしているネットワ

ーク計画について、この冊子を作成している。これについては、皆さ

んにご承認いただいた内容となっている。これについては調査事業と

いうことで、株式会社地域科学研究所に業務委託を行い、この冊子を

５０冊、この冊子の概要版を１００冊、３月３０日に納品してもらっ

た。また日出町交通マップについて、日出町モビリティ・マネジメン



ト実施業務として、こういったものを作成することについての承認を

第７回協議会でいただいた。このマップについては、１３,０００部

を３月２９日に納品してもらった。これについては、本日各区長を通

して各戸配布を行っている。資料の中の補助対象業務完了報告書写し

について、これを３月３０日付で国に報告を行っている。内容につい

ては平成２３年度の調査事業ということで、ネットワーク計画の冊子

や日出町交通マップを作成しているので、その部分の事業の事務費や

事業費の完了部分の報告、開催した協議会の内容などについての報告

を行っている。第６回の協議会の際に委員から指摘があった会議録の

件について、第７回の会議録はお手元に準備しているが、今後はホー

ムページへ第１回から第７回の会議録を掲載したいと考えている。こ

れについては、準備が整い次第ホームページに掲載を行いたい、と説

明する。 

堀田会長 第７回以降から本日までの経過について、事務局より説明があったこ

とに触れ、質問、意見等がなければ、次に進む旨を告げる。 

意見なし 「はい」という多数の声をもって承認 

３．議事 （２）事業評価（案）について 

堀田会長 議事（２）の事業評価（案）について、事務局に説明を求める。 

西原事務局員 事業評価について、平成２３年度に確保維持事業を行った団体を対象

として、それぞれの団体でこういった事業評価を行うようになってい

る。これを国に報告し、国で二次評価を行うようになっており、事業

が適切に実施されたかどうかの判断をするようになっている。当協議

会が平成２３年度中に行った事業として、ネットワーク計画案の検討

業務とモビリティ・マネジメント実施業務を行っている。調査事業の

結果概要として、ネットワーク計画案の検討業務については、各種調

査を行い、コミュニティバスの運行ルート等の検討を行っている。モ

ビリティ・マネジメント実施業務については、バス路線やＪＲ路線等

を記載した交通マップの作成を行っている。その調査結果に伴い、こ

の事業が適切に行われたかどうかの判断を当協議会の中で行う必要

があるが、事務局が作成した案としては、評価を“Ａ”としている。

“Ａ”は下に書いているとおり、事業が計画に位置付けられたとおり

に適切に実施されたという内容になっている。通常、協議会が発注し

た際の調査業務については、コンサル会社に業務を丸投げしてしま

い、事務局が全く介入しないというところもあると聞いているが、今

回の調査については、事務局も積極的に調査に入っていったので、自

己評価ではあるが“Ａ”という評価にしている。今後の生活交通ネッ



トワーク計画等の計画策定に向けた方針ということで、平成２５年度

地域内フィーダー系統確保維持費補助金の申請を予定している。平成

２５年度ということになっているが、国庫補助の年度が、平成２４年

９月３０日までが平成２４年度となっており、平成２４年１０月１日

以降は平成２５年度という取扱いになることから、補助の申請は平成

２５年度になっている。事業の内容については、新たに５地域におい

てコミュニティバスの運行を行うことと、スクールバスの裏で現在運

行しているコミュニティバスのルートについて一部変更を行って運

行をする。また、現在民間路線バスが運行している大神港方面のバス

路線について、該当する事業者と協議のうえ運行ルートの見直しを行

う。全ての系統について、１０月１日より運行開始を予定している。

この評価を承認していただければ、この内容で国に報告を行いたいと

思っている、と説明する。 

堀田会長 事業評価（案）の説明について、質問、意見等がなければ、次に進む

旨を告げる。 

意見なし 「はい」という多数の声をもって承認 

３．議事 （３）平成２４年度日出町生活交通確保維持協議会歳入歳出予算（案）に

ついて 

堀田会長 議事（３）の平成２４年度日出町生活交通確保維持協議会歳入歳出予

算（案）について、事務局に説明を求める。 

西原事務局員 歳入について、町からの負担金 50,000円を予定している。補助金と

して、国庫補助金 1,000円の予算枠を設ける形にしている。繰越金と

して、前年度の決算が終わってないので確定はしていないが、4,000

円程度で見込んでいる。諸収入として、受取利息等の 1,000円を計上

しており、歳入合計で 56,000円となっている。歳出について、運営

費として全体で 50,000円を計上している。内訳として会議費の需用

費として 30,000円を計上している。事務費の需用費として 10,000

円、役務費として 10,000円を計上している。事業費の委託料として

1,000円の予算枠だけ設けている。予備費として 5,000円を計上して

いる。歳出合計として 56,000円となっており、歳入歳出の総計が同

額となっている、と説明する。 

堀田会長 歳入歳出予算（案）の説明について、質問、意見等がなければ、次に

進む旨を告げる。 

意見なし 「はい」という多数の声をもって承認 

３．議事 （４）今後のスケジュール（案）について 

堀田会長 議事（４）の今後のスケジュール（案）について、事務局に説明を求



める。 

井川事務局員 国庫補助金額が確定した４月下旬頃、補助金の振込があるのではない

かと考えている。その後、業者への委託金の支払いを行いたいと思っ

ている。平成２３年度事業の委託金の支払いが終わると決算ができる

ので、監事の日出町タクシー協会の伊豆会長と東部振興局地域振興部

の横松部長に決算の監査をお願いしたいと考えており、これで２３年

度が終了となる。その後、５月の中旬に第２回の協議会を開催したい

と考えているので、その際に決算の報告ができるのではないかと思っ

ている。その協議会での提案内容について、ネットワーク計画に基づ

いて１０月より試行運行を行うので、役場の６月議会に提案する事項

がある。そのことも含めて第２回の協議会の際に提案を行いたい。例

を挙げれば、バスを運行するのでコミュニティバスの運行に関係する

条例の作成などを議会に提案したい。そういった内容等について、第

２回の協議会で提案したいと考えている。６月にネットワーク計画書

の提出を行い、７月以降で１０月の試行運行に向けた準備を行いたい

と考えている。運行については、バス停の話などもあるので、公安と

も話をしながら、杵築日出警察署にも迷惑をかけると思うが、進めて

いきたいと思う。１０月１日から運行を始めるという住民広報につい

ても、十分に行う必要があると考えている。この部分についても良い

方法を見つけながら住民への周知を行いたいと考えている。こういっ

た経過を踏まえ、１０月より実証運行を始めたいと考えている、と説

明する。 

堀田会長 今後のスケジュール（案）の説明について、質問、意見を募る。 

天野委員 このネットワーク計画ができたから、ほぼ終わりということで良いの

か。実施に向けて動くということだけで良いのか。予算の 56,000 円

だけで動き、それで終わるのか、と質問。 

井川事務局員 補助金等を枠という形で提案を行った。今後の試行運行について、準

備する必要のあることがある。バス停の設置などでも費用がかかるこ

とがある。また、補助金等を受け入れることになる可能性もある、と

回答。 

西原事務局員 協議会として調査事業を行ってきたが、今後運行する主体は日出町等

が担うことになる。協議会として提出するネットワーク計画書の中に

記載される運行主体として、日出町と大神港方面を運行する民間事業

者の２者が載るようになる。予算の中の国庫補助金という予算枠を設

けていることについては、今後協議会として国庫補助事業を実施する

ことがあるかもしれないということで、形式上予算を設けている。今



後の協議会としての役割として、６月に提出するネットワーク計画書

について、日出町ではなく協議会が提出する必要がある。こういった

会議の中で協議が整ったので、日出町として事業を実施する、という

形になっている。そのため、５月の協議会で皆さんにご審議いただき

たいと考えている、と説明。 

天野委員 今後は、バス停の準備等でお金が必要になり、予算枠の 1,000円が増

える可能性があるということか、と質問。 

西原事務局員 バス停等の経費については、実証運行等の際の経費に計上されること

になると思われるので、その分は協議会としての予算ではなく、日出

町としての予算という形になる、と回答。 

天野委員 56,000 円で事業の実施ができるかどうか分からなかったので質問し

た、と発言。 

西原事務局員 平成２３年度に協議会として調査事業を実施したが、例えば平成２４

年度に調査事業として何か別のことを実施しても良いという許可が

下りた場合、日出町としてではなく協議会として事業を行うことにな

るので、その場合は協議会が国庫補助金を受け入れて、コンサルに委

託を出す等の形で事業を行うことになる。そこが不明確な部分ではあ

るので、予算枠のみの計上としている、と説明。 

天野委員 今後の実証運行で問題がなければ、この協議会は終わりということに

なるのか、と質問。 

西原事務局員 今後、いろいろと協議する内容もあると思うので、そのときは集まっ

ていただくことになる、と回答。 

堀田会長 私も聞きたかったことだが、この協議会を５月中旬に第２回に開催す

るということで、その後がスケジュールの中になかったので、協議会

そのものが存続していく必要があるのかどうかを聞きたかった。１０

月から実証運行を行い、例えば見直しが必要がという場合には、協議

会で見直しを行うのか、それとも日出町独自で見直しを行うのか、と

質問。 

西原事務局員 ネットワーク計画自体をこの協議会の中で作成するので、その計画を

変更するということは、協議会を開催して承認が必要となる。例えば、

ネットワーク計画以外の部分で、料金が基本 200円ということになっ

ているが、その料金部分を変更するということになった場合、協議会

の中に地域公共交通会議の機能を持たせているので、そういった場合

にもこの会議を開く必要がある。今後、会議が全くなくなるというわ

けではなく、その状況に応じて皆さんに集まっていただく必要が生じ

る、と回答。 



堀田会長 ということは、皆さんにも理解していただきたいが、協議会が解散す

ることはないという可能性の方が大ということだろう。例えば運賃を

200 円にしているが、日本全国を見ればこういう形の運行で運賃を

100円にしているところもある。過疎地に行けば、完全無料にしてい

るところや子どもを無料にしているところもある。今後、全国の自治

体と見比べたときにどういった形になるか分からないが、料金の改定

等を行う場合には協議会で審議する必要があると考えている。また、

運行の見直しについて、道路拡幅等を行っているが、道路の新設等道

路網の改善を実施している。そういったことが実施されれば、運行ル

ート等の変更もあると思うので、この協議会を開催して審議をする必

要があると考えている。そういったところをご承知おき願いたい、と

発言。 

他に、質問、意見を募る。 

横松委員 １０月以降、試験運行という形になっているが、アンケート調査等利

用者の声なども含めて効果の検証等は行うのか、と質問。 

越智事務局長 はい、と回答。 

横松委員 そういったものの報告は、この協議会の中で行うのか、と質問。 

越智事務局長 そういったことについては、協議会を開催して報告を行いたい。見直

しということも含めて、協議会でお諮りしたい、と回答。 

江藤委員 素晴らしい計画ができており、１０月に向けて準備を進めていくと思

うが、具体的な運行の形態などはどう考えているか。また、それにつ

いて協議会で報告等を行うのか。それと、日本全国でこういったコミ

ュニティバスを運行しているところが多数あり、広報が非常に重要に

なってくると思っている。その広報について、皆さんに知ってもらう

という広報と、目立つような運行をするという広報があると思う。九

州ではないが、バス車両を今風のものに変えた途端、乗車人員が２割

３割増えたという事例もある。導入する車両にしても、車両のペイン

トにしても重要になってくると考えている。そういった点について、

具体的な考えがあれば教えてほしい、と質問。 

越智事務局長 運行方法について、ワゴン車の購入を行う方向で検討している。運行

形態について、現時点ではっきりとは決まっていないが、現行のコミ

ュニティバスのような形が良いのか、違う形が良いのかを検討してい

る。おそらく、委託という形になるのではないかとは考えている。広

報については、広報ひじや回覧等で周知したいと考えている。また、

交通マップを全世帯に配布したが、議会の中でこのマップではお年寄

りにわかりづらいという声もあった。各地区から中心部に向かう分か



りやすいマップや時刻表を作成してもらえると良いのではないか、と

いう意見もあったので、その辺も含めて検討する必要があると考えて

いる。車両のラッピングについて、見た目で分かりやすい形というこ

とも考えられるので、その点も含めて検討したい。公共交通について

は、利用者増を図る必要があるので、そういった取り組みについての

検討を行いたい。詳細については、５月の第２回協議会開催の際に、

６月の議会に向けて決まったことを報告したい、と回答。 

堀田会長 他に、質問、意見を募る。 

赤嶺委員代理 運行形態が決まってないということだが、バスもタクシーも運輸支局

への各種届出が必要となり、手続きに数か月かかることもある。１０

月にするのであれば、２ヶ月前の申請であるとか、協議会の審議を経

て行うこともあるので、そういったことを頭の片隅に入れて準備をし

てほしい、と発言。 

越智事務局長 はい、と回答。 

堀田会長 今後のスケジュール（案）について、質問、意見等がなければ、次に

進む旨を告げる。 

意見なし 「はい」という多数の声をもって承認 

３．議事 （５）その他について 

堀田会長 議事（５）のその他について、何かあるか事務局に確認。 

井川事務局員 ありません、と回答 

堀田会長 事務局からその他はないということなので、全体を通して質問、意見

を募る。 

横松委員 交通マップは、ホームページで公開するのか、と質問。 

西原事務局員 会議録をホームページにアップする際に、交通マップとネットワーク

計画の冊子も合わせてアップしたいと考えている、と回答。 

横松委員 分かりやすく使ってもらうためには、ホームページの一番上などに公

開した方が良いと思う、と発言。 

西原事務局員 そのように検討したい、と回答。 

堀田会長 このマップには、１０月からの運行とは記載していないのか、と質問。 

井川事務局員 これは現行のバス路線等のマップになっており、新規のコミュニティ

バスは掲載していない、と回答。 

越智事務局長 新規のコミュニティバス路線については、分かりやすいマップを作成

してほしいという要望が議会からあったので、その辺も検討させてほ

しい、と回答。 

堀田会長 他に、質問、意見がなければ、これで議事を終わると告げる。 

意見なし 



堀田会長 全ての議事について終わることを告げ、委員にお礼を述べる。 

井川事務局員 議長にお礼を述べ、日程を進める。 

４．閉会あいさつ 

越智事務局長 委員にお礼を述べた後、１０月からの実証運行に向けての諸準備に尽

力するので協力をお願いしたいと述べ、平成２４年度第１回日出町生

活交通確保維持協議会の閉会あいさつをする。 

平成２４年度第１回日出町生活交通確保維持協議会終了（１４：３５） 
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